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の主な特徴

• 年に非営利団体として設立

• 産業界からの独立性を担保する
ため、財団・行政からの資金に
基づいた活動

• 独立した取締役会

• 無償の独立した専門家グループに
よる、インデックス・メソドロジーへの
アドバイス
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世界の全ての人が健康的でバランスの取れた食事を摂取し、
最適な身体、精神的な発育が可能となること、また、その結
果、食事に関連した病気や死亡がなくなることを目指します。

栄養過多と低栄養という二つの世界的な栄養課題、そして
それに関連した様々な疾病の解決に向けて、飲食業界がど
の様に対応しているかを測定するツールを開発し、提供しま
す。

企業が発するコミットメントを実行する責任を果たすよう促し
ます。また、世界各国の子供や大人の食生活の改善に向け
た飲食会社の行動を促すため、各ステークホルダーと共に
そのツールを用いて企業との対話を行います。

の紹介
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2030年のアジェンダにおいて重要なテーマとなる栄養とSDGs

戦争や紛争は栄養の
安全保障を脅かす主要因

土壌の劣化や生物多様性の
減少は食料生産力を脅かす

栄養価の改善は
食料源としての
海洋負担を削減

サステナブルな食糧
システムはＧＨＧ排出
削減に貢献

責任ある食料消費や
生産はフード・ロスや
廃棄物の削減に貢献

持続可能な都市は、都市
部と地方で連携のとれた
食料システムを要する

栄養の不均衡の解消は、
収入の不均衡の解消に
繋がる

生涯を通しての栄養の改善は学習と
イノベーション力の向上に繋がる

良質な栄養は労働生産性の
向上、精神力の向上、健康で
長寿に繋がる

適切な栄養摂取が困難
な場合、学習能力や
集中力に弊害が生じる

女子・女性・子供の栄養向上
は、教育水準を上げ、
ジェンダーの不平等を軽減

良質な栄養の確保は、
安全な水と衛生の確保
が不可欠

全世界での良質な栄養の確保に
必要な健康な食品の増加を
支える再生可能エネルギー

全ての栄養不良は経済生産性を
下げ、不必要な医療コストの増加
に繋がる

良質な栄養の優先順位は世
界的に上がっており、

全アクターの協力を要する
栄養の改善は と に具体的に盛り込まれて
いる他、すべての の目標と明確に関連していま
す。

栄養不良は、世界の乳幼児脂肪の半数近くと関連して
おり、質の悪い食生活は各国の死因とも大きく関わっ
ています。

栄養不良は年間 兆ドルの経済的損失に繋がって
います

• 肥満や過体重が要因となる疾病に対する資質は、
国に医療予算の ％を占めると予想される

• 同時に過体重によって 諸国において ％の
減少に繋がると予想される

• 一方、栄養不良解決に向けて ドルの投資に対して
平均 ドルのリターンが予想される

民間セクターは、より良い健康と栄養の推進にあたり、
重要な役割を担っています。
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栄養不良がもたらすビジネスへの影響

病児ケアによる欠
勤

認知的影響 身体的影響

技術習得能力
の低下

経済的不安定
羅漢率、死亡率

の向上

胎児・新生児の
栄養不良 成人の栄養不良 子供の栄養不良

低い生産性 健康による欠勤

ビジネスへの
コスト

人的資本の
低下

市場成長の
抑制

健康/気候危機
への抵抗力
の低下

ビジネスへの
リスク



投資家が栄養に取り組む理由

私たちの食生活は、個々人の選択や意志の弱さではなく、食環境によって概ね形成されているという証拠が蓄積されて
います。つまり、構造的な課題であり、食品の生成、ラベリング、マーケティング、価格設定、供給方法の変化を必要とし
ています。

投資リスク 投資機会

• 法規制
• 砂糖税などの財政政策
• 訴訟リスク
• 売上や市場シェアの低下

• 健康的でないとされる商品の
消費の減少

• より健康な食品に対する消費
者需要の増加

• 新たなマーケット動向を把握

• 消費者の信頼、ロイヤリティ
の改善

• より気健康的な商品における
更なるイノベーション
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の投資家との主な活動

栄養、食、健康に関する
投資家からの要望

• 1

• 2

• 3

• 4

企業評価
インデックス

投資家による
協働エンゲージメント

• 1

• 2

• 3

• 4

栄養、食、健康に関する投資家か
らの要望の つの柱は以下の通り

• ガバナンス
• 戦略
• ロビイング
• 透明性

では、 つのカテゴリーを通じ
て企業行動を分析

• ガバナンス
• 商品の健康度合
• 入手可能な手段と価格の商品
• マーケティング

• 従業員や消費者の
健康とウェルネス

• 商品表示
• エンゲージメント ロビイング

インデックスの公開に続き、

賛同機関投資家による協働エンゲ

ージメントを実施しています。

エンゲージメントでは、インデックス

の基となる分析結果を活用し、投

資家要望の各ピラーに沿って具体

的な要望を洗い出します。



2021年11月時点、要望に署名している76の機関投資家一覧



和訳：

は 「栄養、食、健康に関する投資家からの要望」を策定し、 年
月時点では、 兆ドルを代表する の機関投資家が賛同しています。東
京栄養サミットにおける投資家による提言は、当要望に基づいて策定される
予定です。

の投資家要望では、以下の分野における企業の行動を促します：

ガバナンス 栄養戦略が確実に実施されるためのマネジメントシステム
の導入。例として、 や上級管理職の報酬や目標との結び付けなど

戦略 栄養プロファイリングシステム に基づく健康的な製品の定義
や、入手可能性やアクセシビリティを向上する ターゲットを含む
包括的な栄養戦略の策定

ロビー活動 責任あるロビー活動の 原則（正当性、透明性、一貫性、
説明責任、機会）を採用し、ロビー活動は市民の健康と栄養を推進する
ものに限定することを宣言

透明性 栄養戦略と目標、健康的な食品の収益に関するデータやその
他関連する情報を正式に公開

による投資家イニシアチブ

https://accesstonutrition.org/app/uploads/2020/06/Investor-Expectations-on-Nutrition-Diets-and-Health-FINAL.pdf
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ATNIが提供する主な栄養に関する指標

食品・飲料企業に関するグローバル・インデックス 国別イニシアチブ
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ATNI が提供するより特化したツール開発や調査

第 社機関におけるモニタリング・ツールの提供 その他の調査

ATNIはWorld Benchmarking Allianceの協力
機関であり、WBA 食料・農業ベンチマーク
におけるATNIの栄養データ利用が検討さ
れています。

栄養価の改善を中心として、食品業界の製
品を世界保健機関(WHO)の基準に照らし

合わせたモニタリング・システムの開発を依
頼されています。

ATNIは東京栄養サミットで掲げられた
コミットメントの実施を確認する
アカウンタビリティ・ワーキンググループの

共同議長を務め、また当サミット開催に当た
って日本政府やその他ステークホルダーへ
の助言を行っています。

2020年に立ち上がった当アクションに対する
各企業の対応の評価を依頼されています。

メリディアン・インスティチュートの助成により、
UNICEF、WHO、HKI、 Save the Children、fhi360、
1000days 及び BRACから依頼されたプログラム
です。

FTSE4Good指数
シリーズに必要な
母乳代替品（BMS)に

関する各社のレポート
作成に協力していま
す。

初のATNI UK Retailer Index (英国リテール会

社を対象としたインデックス）作成に向けて、
共同開発を実施しています。

労働者における栄養
ATNIでは、企業がサプライヤーや農家等、間接的な従業員を含む
バリューチェーン全体における労働者の栄養状態をどの様に

改善できるかを調査します。

入手可能な価格およびアクセサビリティ
ATNIでは、食料・飲料会社が、最も必要とする地域やコミュニティ

において、価格・手段共に健康な食品が入手可能な状態で提供する
役割に関して調査しています。

補完食品
ATNIでは、特に低中所得国における幼児の栄養改善に、
働きかけている各社の補完食品がどの様に貢献し得るか

に関して調査しています。.

新型コロナウィルス（Covid-19）プロジェクト
新型コロナウィルスによるパンデミックに対し、食品・飲料会社による栄養

対応のモニタリングを実施しています。
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食に関する製品のサプライチェーン上に存
在する全てプレイヤーにおいて、栄養課題
を解決する上で役割があります。

その最初の行動として以下が考えられます：

ビジネス戦略の中に栄養を統合

国際的に認められた栄養プロファイリング・
システムの採用

全ての人にとって、より良い食生活を提供す
るための行動内容を開示し、透明性を高める

栄養課題に対応するため、企業がとり得る最初の一歩



メソドロジー

による企業評価手法（ は、企業の栄養に関連したコミットメントや方針、実践や開
示を ７つのカテゴリーに渡って評価します。その中には商品プロファイルの評価および母乳代用品 補完食品に関するマ
ーケティング・インデックスも含まれます。

主な改訂内容：

• 商品プロファイル 商品の健康評価
等）に関する評価は、 カテゴリー
の一部として、全体のスコアに導入。

• 栄養不足に関するランキングは、メ
ソドロジー全体を通して、特に脆弱
な立場にある人々に対する行動を評
価する指標に変更。

• 各カテゴリーの配点を変更し、商品
ポートフォリオの栄養品質をより強
調（ 年時点の ％に対し
％）。

• の対象企業を 社から
社へ拡大。

栄養不良を解決するためのガバナンス及び管理システム

商品の栄養成分再配合、イノベーション、強化

入手可能な手段と価格の商品

健康的な商品のマーケティング

従業員や消費者の健康とウェルネス

より良い商品表示

市民の健康を支えるステークホルダーとの対話

母乳育児を尊重した母乳代用品の責任あるマーケティング



結果概要

• 前回（ 年）も評価対象であった 社におけ
る平均スコアは

• 上位 社においては、 社を除いて全社が
年に比べて総合スコアが低下。一方、それ

以下のランキングにある企業は全体的に改善傾向。

• 社が 点中 点と、 年に引き続き
内で最高のランキングを取得。

社が 点、 社が 点と
次ぐ。

• 社は大きな改善が見られ、 年時の 点
から 年の へとスコアが改善。また、明治
ホールディングスはランキングが つ上昇。



主な傾向

• 年のインデックスの平均スコアは 。上位 社のうち 社は 年に比べて
総合スコアが低下した一方、それ以下のランキングにある企業は全体的に改善傾向。

• 社が提供する商品のうち、 基準で 以上と言った独立した健康基準を利用
して「健康的である」と評価された商品は、全体のわずか ％（計 のうち、

商品）。

• 社中 社において、栄養方針と管理システムの強化を意味するガバナンススコア
の改善を確認。

• 社において、栄養プロファイリングモデル（ ）を新たに導入して商品の健康

度合を管理、または栄養成分の（再）配合に関する新たなコミットメントを掲げた
ことによって、著しいスコアの改善を確認。

• 栄養に関連したロビイング活動の立ち位置を開示する企業が 年の 社から 社
へと増加。

• 母乳代用品 補完食品（ ）に関する 年のインデックスにおいては、対
象 社のうち 社においてスコアの改善。この分野においては 年の評価同様、
位は 社、 位は 社、 位は 社。



母乳育児の重要性
母乳代用品 補完食（ ）マーケティング インデックス

www.accesstonutrition.org Follow us on Twitter: @ATNIndex

レコメンデーション：

年に採択された母乳代用品のマーケティングに関する国際規準お
よび関連する世界保健総会の決議内容とスコープに完全に準拠したマー
ケティング方針の策定。

これらのマーケティング方針は、乳児用調製粉乳、及び乳児用調製補完
食品、一歳以降の育児粉ミルク フォローアップミルク など全ての形態
の商品に適用。現地の法規制が当国際規準より緩い場合にも適用する。

は、全ての国において、当国際規準にそった法規制を導入するこ
とを呼びかけています。そうすることで、すべての企業に対して公平な
競争の場が提供されることに繋がります。

• 生後 日間における最適な栄養の摂取はその後の子供の
身体的、認知的発育において極めて重要

• および では、最初の カ月は母乳のみでの育児を
推奨

• では母乳代用品（ ）に関する不適切なマーケティング
が、世界的な母乳育児率の減少の要因の一つとして特定

サミットと母乳代用品（ ）製造企業

サミットのエンゲージメント原則
では、以下のように明記されています：

「母乳代用品を製造する会社は、 年までにコード
内容に完全に順守した方針と行動を実現するため、行
動計画へのコミットメントを要します。」

よって該当企業のサミットへの参加は、以下の条件の
下で考慮されます：

• サミットの開始前の時点で、現状の方針によるコミ
ットメントや行動を超える第一歩となる行動の証拠
が確認できた場合；かつ

• 年までにコードおよびそれに続く 決議の
内容に完全に順守するよう、方針や行動を取るコミ
ットメントを開示し；かつ

• 中間目標を含めた明確な行動計画が開示され、独立
した形でその内容がモニタリングおよびレポーティ
ングされることに合意した場合。
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機関投資家による栄養、食、健康への取り組み事例集

の投資家要望に賛同し、栄養・食・健康への機関投資家に
よる具体的な取り組み事例を紹介したレポートを発行。

つの機関投資家機関 協働イニシアチブによる取り組み事例は
以下を含む：

⚫ 砂糖税導入国と事業展開地域のリスク分析

⚫ 健康に関連した株主提案の提出

⚫ 投資家としての栄養戦略の策定

⚫ 政策決定者に対するエンゲージメント

⚫ 企業に対する協働エンゲージメント

⚫ 特定商品による売り上げ比率に基づいたスクリーニング
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：関連情報リンク集

投資家との協働に関する情報
• ATNI サイト内、投資家向けページ(日本向け情報含む）
• 栄養、食、健康に関する投資家からの要望（和文）
• 2021年機関投資家による栄養、食、健康への取り組み事例集（英文）
• 2018-2019年共同エンゲージメント報告書（英文）

に関する情報
• メソドロジーがどの様に変化をもたらすか
• メソドロジー
• 結果報告
• 活動概要

栄養不良に関連した参考記事
• 誌掲載：人々の健康における機関投資家の役割
• 記事：誰一人取り残さない、栄養改善に向けた企業と投資家行動

に関する情報発信
• ニュースレター
• 活動に関連した各国メディア掲載
• 進捗情報 プレスリリース
• アカウント
• アカウント

お問合せ

栄養、食、健康に関する投資家からの要望
（

）への賛同を希望するなど、

と投資家行動に関するお問い合わせは、
以下までにお願いいたします：

https://accesstonutrition.org/investor-signatories/
https://accesstonutrition.org/app/uploads/2021/10/Investor-Expectations-JP-translation-FINAL-website.pdf
https://accesstonutrition.org/app/uploads/2021/11/Investor-report-20211129-final-for-website-1.pdf
https://accesstonutrition.org/app/uploads/2020/11/ATNI-Collaborative-Engagement-report-External-Final.pdf
https://accesstonutrition.org/methodology/
https://accesstonutrition.org/index/global-index-2021/methodology/
https://accesstonutrition.org/index/global-index-2021/
https://accesstonutrition.org/app/uploads/2021/04/Introduction-to-ATNI-in-Japanese_website.pdf
https://www.responsible-investor.com/articles/you-are-what-you-eat-you-are-what-you-invest-in-jp
https://www.alterna.co.jp/36449/
https://accesstonutrition.org/newsletters/
https://accesstonutrition.org/inthenews/
http://accesstonutrition.org/news/
https://www.linkedin.com/company/access-to-nutrition
https://twitter.com/ATNIndex
mailto:investor.support@accesstonutrition.org
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